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はじめに

黒住 きょうはお忙しいところを、新春放談会に

ご出席いただきまして誠にありがとうございまし

た。本日は 2007年の第 1号に掲載する新春放談会

でございますが、『モダンメディア』の第 1期の先

生方にお集まりをいだだきました。第 1期の編集委

員の先生は 7名いらっしゃったわけですが、残念な

がら物故された方もいらっしゃいます。

当社がこの雑誌を創刊して 52年になりますが、

初代の先生方は非常にかくしゃくとされておられま

す佐々木先生、桑原先生、中谷先生にお越しをいた

だいて、『モダンメディア』の創刊時から培地、そ

の他いろいろな観点から、幅広いお話をうかがえる

ものと期待をしております。

また、当時弊社の生産部で粉末 SS培地等の製品

化に取り組まれていた柴さんにもいらしていただき

ましたので、当社の初期の培地開発に関するお話を

詳しくしていただけることと思います。

個人的なことで恐縮ですが、私が会社に入りまし

たのが昭和 52（1977）年でございますので、それ

より前のことはよくわかりません。古い『モダンメ

ディア』を読みますと、私が生まれる前のことも書

いてございます。（笑）きょうは、そういう意味で

非常に楽しみにしております。

またそれと同時に放談会でございますので、これ

からさらに『モダンメディア』に対するご注文です

とか、弊社もかつては“菌を植える時に動く培地”

とかいろいろ警鐘を鳴らしていただきましたけれど

も、弊社に対しましても忌憚のないご意見をいただ

いて、楽しい新春号にしたいと思います。よろしく

お願いいたします。

Ⅰ. 佐々木先生のご苦労から

桑原（司会） きょうは私が司会を務めさせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いします。い

ま社長からごあいさつがありましたように、『モダン

メディア』は昭和 30（1955）年 8月に第 1号が発刊

されました。（写真1）その時代は佐々木先生が、お

一人で雑誌をお作りくださったとうかがっております。

とても大変だったのではないかという推測をして

おりますが、その内容をうかがって、それから栄研

化学の粉末培地の発展等も加えて初期の時代の回顧

をしていきたいと思います。よろしくお願いします。

まず佐々木先生、いかがでしょう。先生が雑誌 1

号、2～ 3号を作っておられました時代のご苦労の

感触をひとつお話しくださいませんか。

佐々木 ご苦労というほどのことじゃないです

ね。いちばん最初は大塚和彦君が栄研からプロパー

で来てまして、雑誌を作ろうという話がありました。

私もこんなに長い間続くものだとはもちろん考えて

いませんしね、会社のほうもおそらくそうだったろ

うと思います。そう言ったのではたいへん無責任だ

けど、ほどほどに付き合えばいいんじゃないかとい

うのが正直な話なんですね。

確か 1号に金光克巳さんという厚生省の方から文

章をもらうというのが、たいへん難しかったんだそ

うです。そのほか亡くなった乗木さんのところのお

弟子さんに書いてもらって。私は書くことがないん

で、アイスクリームの話なんかを書いてたんです。

（笑）それが続けて出すことに、だんだんなってき

たんですけれど。

いちばん最初に言ったのは、“広告のない広告”

をしなきゃだめだというのが主体でした。だから会

社のちょうちん持ちはしないし、ろくなことは言わ

ない立場でしたね。（笑）そんなんで始まりました。

その後に多少組織立ての必要があるというので、第

1期の編集委員会ができて小酒井君以下が出てきた

んですね。

桑原 小酒井先生、中谷先生、その他、松井先生

など、委員がそろって雑誌を作り出したのは何号か
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らでしょうか。

佐々木 どうですかね。

桑原 見てみるとよく覚えてないのだけれど、2

巻の近所は、もう編集委員はそろってましたよね。

佐々木 いましたね、そうでしょうね。1巻の終

わりぐらいではないかしら。

桑原 そうかもしれませんね。

佐々木 確か東京駅か何かで集まった。

桑原 そうですね。（笑）

佐々木 東京駅のステーションホテル。

中谷 今日の資料として用意されている「随筆集」

を見ると第 3巻、昭和 32（1957）年 4号～ 12号と

いうところに、第 1期の編集委員の名前が全部載って

いて、4号の裏表紙に「はじめて；小酒井 望」とい

うのが出ているようですね。したがってその前に、も

うすでに委員会はあったんですね。まず最初だから、

ごあいさつでも書こうかというのがこれでしょうね。

佐々木 昭和 31（1956）年に僕がアメリカに

行ったときに、小酒井君にあとをなすりつけて行っ

ちゃったんだよ。（笑）

桑原 3巻の終わりのほうで、これは何号になる

のかな。「米国見聞よもやま談義」というのがあっ

て、そこでかなり佐々木先生の外国におられた時代

のお話があったんじゃないでしょうか。

佐々木 そうですね。メンバーの中に臨床の先生

がいなきゃいかんというんで、小張先生を引っ張り

込んだのがかなり特異でしたね。

桑原 ああ、そうでしたね。充実したメンバーで

私も加えていただいてびっくりしていたんですけれ

ど、今にしてみるとまあ何とかお手伝いができて良

かったと思っています。

中谷先生は最初の時期のご記憶、ご印象は。

中谷 その頃は目黒にあった国立予防衛生研究

所、現在の感染症研究所ですが、そこの研究室に先

ほど名前の出た大塚君が訪ねてきて、こういう編集

委員会をつくりたいんだというお話がありまして

ね。それで松井先生を除く、ほかの先生方の名前を

挙げられたんですよね。小張先生も、もうそのとき

は予定に入っていたと思います。

桑原 はい、入っていましたね。

中谷 誰が企画したのって聞いたら、桑原先生

じゃないかと言うんだけれど、あとでただしたら

佐々木先生なんですね。

この間大森さんから送っていただいた、3巻 11

号の『モダンメディア（保健文化賞－受賞特集号－）』

のコピーがありましたね。それで見ますと昭和 32

年、私がちょうど佐々木先生のあとアメリカ（エー

ル大学）へ留学していてその号を読んだ覚えがない

んです。

あらためて読ませていただくと SS培地の特集号

みたいになって、いろいろなお話があって、やっと

今になって詳しく知ることができたというような次

第です。（写真2）
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Ⅱ. SS培地－粉末化の努力－

桑原 戦後の栄研化学、当時は日本栄養化学だっ

たわけですけれど、その時代のいわば発展のきっか

けの中心というのは、SS培地が粉末培地化したこ

とによりますよね。当時は日本で赤痢などがひどく

はやっていましたから、そのために特に SS培地が

非常に意味があったと思います。

きょうご出席いただいた柴さんは、確か昭和 24

（1949）年頃から国立予防衛生研究所で SS培地の粉

末化を検討されたのでしょう？

柴 はい、そうです。

桑原 その経過、特に SS培地でいちばんの問題

点は、中に加える胆汁酸塩の増殖阻止効果の強さの

程度をどの程度にするかということでした。そのへ

んのご苦労を少しお話しくださいませんか。

柴 私が今言う栄研に入りましたのは、昭和 20

（1945）年の秋の終わりぐらいだったんです。です

からそれまで医学関係のことは全く知らなかったわ

けです。入ってみますと、私はもともと工業の応用

化学の出身なものですから、中でやっていたことは

さっぱりわからないことばかりでした。

栄研の元の本社は総武線の新小岩でしたが、市川

に食肉処理場がありまして、そこから臓器を分けて

もらって仕事をしていました。ですから胆汁酸など

も当然入っておりました。そういう臓器の中身とい

うのは、栄研に行って初めて知ったわけです。

そういうものの話がいろいろ出てきて、いったい

全体これを使って何をするのかというと、胃腸薬で

すね。錠剤にして、胆汁を入れて、ですからそれを

作っていたわけです。

昭和 20年にここに入って 2年近くなる頃までに、

培地を作るということが出ましてね、だいたい培地

というもの自体が何か全然わかりませんでした。

そのときにもう先生方はご存じだと思いますが、

今の東邦大学の昔の教授でした緒方規雄先生です

が、最初どういういきさつで知り合いになったか覚

えていません。

緒方先生がいらした東邦大学で 1年間ぐらい細菌

学の講義を……、そのときはご存じのとおり女子学

生ばかりですから、教室の一番後ろに 1人だけ小さ

くなって聞かせていただきました。1年間ぐらいで

したが、それが SS培地の話が入ってきてからとて

も役に立ちました。

おかげさまで予研に入ったときに、先生も同じ部

屋にいらっしゃいましたね。岡亨先生のいろいろな

話を聞くと、その細菌学の話がいろいろ出てきて、

どういういきさつだったか覚えてないけれども、1年

間あの講義を聞いていて良かったなと思いました。

それから 2年ぐらいでどうやら使えるような SS

培地ができて、工場としょっちゅう連絡をして工場

で粉末化をする工夫で非常に苦労しておりました。

それが進んでいって、だんだん使えるようなものに

なってきた。そういういきさつがございます。

ですから最初を言いますと、私は培地とか細菌と

いうのはさっぱりわからなかった、そういったとこ

ろから始まっているわけです。

中谷 柴さんにお聞きしたいのは、SS培地が完

成する前に普通寒天というような粉末培地はもうで

きていたのですか。

柴 培地は生で使えるようになったもの、それか

ら粉末にすることに非常に苦労をしました。粉末化

にする最初は各材料を粉で集めたり、あるいは生で

作ったものを無理やり乾燥してみたりして、とにか

く使える分ができるようになるまで、まず 1年ぐら

いは丸々かかっていたと、そういうふうに覚えてい

ます。

中谷 SS培地は、やはり粉末化を土台にしてで

きてくるようになったんでしょうね。

柴 はい。粉末化はやはりいちばん苦しんだと思

います。

中谷 寒天そのものは、まだ粉末化されていな

かったですか。

柴 寒天は昔でいう棒寒天を使っていましたが、

やはりだめで。千葉の館山のほうまで行って、寒天

工場でいろいろなことを教えてもらった覚えがあり

ます。

最終的には、粉末だけで混ぜるということででき

るようになってきたわけです。ですから培地を作っ

て乾燥するということは、一切だめだったわけです。

Ⅲ. 一般の粉末培地は

桑原 ちょっと話が外れますけれども、私が栄研

のお手伝いをするようになったのはいつ頃だかよく
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覚えてないんですが。要するに佐々木先生も中谷先

生もご存じのように、太平洋戦争中までは日本では

ハートインフュジョン（HI）培地とか、ブレイン

ハートインフュジョン（BHI）培地は、日本にはな

かったですよね。全然使えないから米国の論文でそ

れを見ると非常に奇妙な感じがしました。

学生のときに微生物の教室へ行って、「どうして

このHI培地はないんですか」と先生に聞いたら変

な顔して、「このHI培地は、心臓を浸出する手段が

違うと増殖力が変わってしまう」というようなこと

を言って、何の意味だかよくわからなかったんです。

だけどその学生時代に 1930年代くらいの Difco

マニュアルがずっと日本に来ていました。それを見

るとHI培地、BHI培地は、非常に栄養要求の厳し

い細菌を十分に増殖させることができます。

特にBHI培地のほうは、真菌で増殖の厳しいもの

もちゃんと生えるわけですね。そういうことが書い

てあるので、なぜ日本でそれを作らないのだろうと

いうことを非常に奇妙に思っていた時代があります。

戦後はいつ頃からか普通寒天培地と一緒に、HI

培地も BHI培地も粉末化になりました。あの初め

の時代は、僕は直接製造工場に行ったことはないけ

れど、例えば BHI培地を作るのに脳の組織と心臓

の筋肉を別々に浸出して、それを一緒に混ぜ合わせ

て粉末化したほうがいいのか、初めから一緒に浸出

をしたほうがいいのか……、それがわからなくて、

それを確か会社で両方やってもらったことがありま

すが、別々に浸出して混ぜるのとは増殖力が違うん

ですね。やはり一緒に浸出したほうが、確かその時

代はよかったと思います。そういう苦労は随分しま

した。

それから日本は戦争中まではペプトンも、あまり

確定したペプトンがなかったですね。カゼインのペ

プトン、獣肉、牛肉のペプトン、大豆のペプトン…

…、この 3つの種類を固定化して、それをちゃんと

作ってもらうようにお願いをして、それで一般の培

地がだいぶでき上がってきたということがありました。

それからいちばん私が仕事で苦労したのは、私は

終戦直後に国立衛生試験所に勤めるようになりまし

てね。国立衛生試験所には始終アメリカ軍衛生部が

来ていて、その薬剤関係の人が日本の薬局方に文句

を言ってたんです。それで第 5薬局方から第 6改正

薬局方が戦争直後にできました。

そのときに大量の注射薬、リンゲルなどですね。

そういうものの無菌試験、発熱試験、その規則を衛

生試験所にすぐ作れといって命令が来ました。結局、

無菌試験のほうのルールを作ったのは、内面的には

私なんです。

それでその無菌試験用培地をちゃんと固定化しな

いといけないわけですね。今使っている無菌試験用

の培地の組成は、確か昭和 15（1940）年頃にアメ

リカで、今の組成とだいたい同じ組成を報告してい

ます。その頃の雑誌はあまり日本に来てないのです

が、中立国を通ってきた雑誌がどこからか手に入っ

て、それを見て組成を私は一応覚えていたわけです。

それとアメリカの占領軍は同じ組成を日本で作れと

いうことで、これも私、直接ではないんですが、栄

研化学に随分お世話になったと思います。だから戦

後の栄研化学の業績というかその努力は、たいへん

大きなものだったと私は思っています。

特にわれわれの側から見れば、無菌試験用の培地

の増殖力が動揺したら大変なことになりますから、

始終アメリカ軍に粉末培地化をやっていることを報

告し、粉末培地が何とかできて、確か占領軍の人も

それを持っていって試験して、「これなら大丈夫だ」

と言ってくれたのを覚えております。そういう時代

もあったわけですね。

その次に中谷先生、福見秀雄先生などもいろいろ

アドバイスしてくださったと思いますが、例の糖分

解などを調べる多糖確認培地の粉末培地化も戦争直

後は大変でした。先生は覚えていらっしゃるでしょ

う？

中谷 そうですね。最初はラッセル培地で、それ
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は戦争中から使われていたでしょう。あれに似た

ものでクリグラー培地があって、それは二糖培地

ですね。ブドウ糖と乳糖が入っている。それから

白糖が入った TSI培地は多糖培地で、1本の確認培

地で糖の分解性もわかるし、それに硫化水素の発

生もわかる。

それ以外に運動性を見る半流動寒天培地があれ

ば、だいたいどこの検査室でも、腸内細菌をはじめ

とするかなりの種類の細菌の同定は可能になってき

たのではないかと思います。それがいつからできて

いたのかは私も覚えていません。

桑原 そうですね。私も一生懸命思い出すんだけ

れど、あまり思い出せないんです。

中谷 SS培地が販売される以前から、それはあ

りましたか。少なくともクリグラー培地はあったか

もしれませんね。

桑原 ありましたね。クリグラー培地はあったよ

うな気がします。

佐々木 クリグラー培地は割に早かったんじゃな

いですか。

桑原 戦争中に私がまだ学生で卒業間近な時分、

昭和 18、19年頃、海軍の研究所に佐々学先生がお

られて、その頃すでに海軍のほうは多糖確認培地を

使っておられました。

そんなことを言っては失礼ですけれど、陸軍のほ

うはみんなダーラム管チューブの試験管を並べて

やっていたんですね。非常に両者の様子が違ってい

て面白かったんですけれど。

中谷 バルジコウ培地といって、あれは作るのが

大変だった。

Ⅳ. 戦争中の研究室

佐々木 小島三郎先生が、陸軍に小酒井さんが

行っていて、向こうで寒天培地を使って非常に楽

だったと書いておられる。日本で戦後、早くそれが

できないかということを色々と考えていたのだけれ

ど、割合にどこの製薬会社も飛びつかなかったよう

でした。そこへたまたま先代の黒住社長が行って、

非常に熱心にそれを引き受けたという話がありまし

たね。

ところが今おっしゃった海軍へ行くと、陸軍と

違って、かついで歩かないで船に積んでおけばいい

ですからね。だからかなりいろいろなものが楽だっ

たね。陸軍は、結局背負って歩くでしょう。そうい

う総力の違いで色々な点で、ものの考え方が海軍は

陸軍と全然違う……。

寒天なんていうのは、今でいうペットボトルみた

いな格好をしたガラス容器で、両側がとんがったも

のに入っていて、それを割って使っていましたね。

戦時中に今おっしゃった粉にするというテクニック

は、案外に難しいことだったんでしょうね。

僕が初めやったのは肺炎球菌のテーマをもらった

もので、血液寒天培地を作ろうと思った。あれは難

しいんですよね。むろん売ってないし、肉屋へ行っ

て肉買ってきて、一晩そいつを浸出して、翌日そい

つをコルベンで加熱して肉汁を作るわけですね。

そのときいちばんうるさいのは培地室のおばさん

なんですよ。「先生、そんなに煮たら、あと食べら

れないよ」って。（笑）もう食べるのが先でね、あ

まり浸出するとおばさんに評判悪いんですね。途中

で“やめるころあい”が難しいんですよ。あの頃は

ね、食うことばかり考えていましたね。

免疫血清を作るのに使ったウサギを食うし、モル

モットも食うが、さすがマウスは食べなかった。お

ばさんがうるさいんです。「先生、それはコレラに

使ったやつだから、よく焼きなさい」とか。（笑）

桑原 コレラならまだいいけど、腸チフス菌やら

いろいろやってましたものね。みんなちゃんとその

肉は必ず焼いてたって言いましたけど。われわれは

気になるから食べたことなかったですけどね。

中谷 サルモネラのKauffmann-Whiteの型別分類

をやるのに、予研に入った当時、私が全部因子血清
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を作る役目だったんですよ。そのときに腸チフス菌

の免疫血清を作るんですが、最初何回かは加熱した

死菌ワクチンで免疫するんですけれど、最後に生菌

を注射するんです。

佐々木 そうそう。

中谷 それで採血して血清を取るんです。

佐々木 そうするとタイターが上がるんだよね。

中谷 上がるんです。そのウサギは喜んで教室中

で食べてましたよ、（笑）佐々木先生のおっしゃっ

たとおり。うるさいおばさんはいなかったけれどね、

柘植さん（福見先生の秘書の方）がウサギの皮をむ

いて料理してくれるんですよ。

佐々木 その皮をなめして着るんですね。うまく

はがして温かいうちに伸ばして、板に張ると張り付

けになる。

中谷 なるほど、なるほど。

佐々木 それをさらす人がいて、やってくれるん

ですがね、その皮がまだ僕のうちにありますよ。

（笑）子どもの背中に背負わせたりしたんですね。

あの頃は培地作るより、ほかのことのほうが一生懸

命で。（笑）

桑原 確かにわれわれも戦争中、教師陣が兵隊に

行っちゃっていないものですから、僕らがみんな教

室に入った途端からいろいろな因子血清作ったり

ね、そういうことばかりしなくちゃならないので、

研究をやる暇なんていくらもないんですよね。

日本獣医だったかどこかの研究生が来てまして、

それがむいた皮をみんな持っていって学生のなめす

実習の材料になる。そしてそのなめした皮は持って

くるんですよ。笑っちゃうんだけれど、私の娘も

コートの襟のところに……。（笑）

佐々木 みんな着ましたよ、あれ。（笑）

桑原 皮を切って付けたことがありますね。けっ

こうよく使えるんだけど。自分で取ってきたやつは、

みんなあとから毛が抜けますよね。それが問題だっ

たんです。

中谷 そうですね。ウサギは毛が抜けちゃってね、

今ならアレルギーで困るんでしょうけれど。その頃

はアレルギーというかアトピーみたいなのはなかっ

たですね。

佐々木 言わなかったね。

中谷 一つだけ、僕が昔から培地についておかし

く思っているのは「普通寒天培地」という名前です

ね。普通の棒寒天だけで栄養成分のない培地のよう

な気もするんだけれど。栄研化学の製品には、HI

培地や BHI培地などわかりやすい名称のもの、そ

れらはそれでちゃんと名前があるんだけれど、普通

寒天というと昔からの肉エキスとペプトン、塩化ナ

トリウムを成分とした寒天培地のことを普通寒天培

地と名付けた、また、普通ブイヨンというのも肉エ

キスとペプトン、塩化ナトリウムを含む液体培地の

名前です。普通寒天培地は、もとは英語だと agar

medium。普通ブイヨンの方は……。

桑原 あれは nutrient broth。

中谷 そうですよね、nutrient broth。誰が「普

通寒天」にしようと付けたのか。不思議には思わな

かったんだけれど、考えてみればおかしな名前です。

桑原 誰だかわからないけどね。

中谷 昔から何で「普通」というのかと。

桑原 佐々木先生もそうじゃないですか、もう教

科書は「普通寒天」と出ていたでしょう。「戸田新

細菌学」では寒天培地（普通寒天培地）となってい

ます。

佐々木 たしか、大正 14年頃、野岳利七氏が遠

藤培養基の研究（細菌学雑誌 353号）を発表し、

その論文には「普通寒天培養基」と書いていますが、

その組成はわかりません。

中谷 そうですか。寒天培地にいろいろなものを

混ぜた他の培地と区別するために「普通」と付けた

のだろうとは思うんですけれど。

柴 考え方によってはいろいろなものがあとから

できてきたので、そのもとになったものにあとから

名が付いたかですね。

中谷 ああ、そうか。それを思い出すと栄研の和

田さんの顔を思い出すんですよ。（笑）

桑原 和田さんね。

中谷 和田義晶さんですかね。だいぶ前に亡くな

られたけれど、面白い人だった。

Ⅴ. 胆汁酸塩No.2

佐々木 別の培地の話になりますけれど、Difco

の Bile Saltsの No.3というのは栄研で出している

No.2とどう違うんですか。

柴 No.3というのが全然見当もつかない、中身

がまるっきりわからないんですね。とにかく胆汁酸
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が発祥だということはわかっているわけですね。そ

れでその胆汁酸をどういうふうに使っているのだろ

うか。とにかく何にどう使えばいいかがわからない。

それが先ほど申し上げたように動物からの胆汁を

たくさん集めるわけですね。それを使っているうち

に、少しずつですが何となくこういうものみたいだ

なという感じが、たくさん使っている間に浮かんで

きました。

No.2というのはNo.3との違いをどういうふうに

はっきりさせるかということではなくて、これはも

う栄研で使えるようなものを作ったんだ、だから

No.3を上回っているものとして、No.2という名前

の付け方をした、それだけなんですね。

佐々木 それはパテントの問題ですか。

柴 はい。

中谷 何でNo.1にしなかったの？　オンリーワ

ンとかさ。（笑）

佐々木 ちょっと気が引けたんじゃない？（笑）

中谷 日本人の良いところかもしれないですね。

柴 その発祥のときのいろいろ文献に残してい

た、書いたものなどを見ていても、No.2とNo.3の

違いはどう違うかということはまるっきり載ってな

いんですね。

佐々木 そうですね。

柴 私の記録などにも全然ないんです。

佐々木 デオキシコール酸とコール酸の比が、3

対 7とか書いたことがあったと思いますが。

柴 それが少し理屈っぽいんですけれど、そうい

う比率でいろいろ使ってみて、何となく使えるん

じゃないかということで……。

佐々木 結果からいったわけですね。

柴 そうですね。このへんはご存じのとおり当社

に大澤劉三郎さんという研究部長がおりまして、苦

労したところなんです。

佐々木 初めは消化薬に胆汁酸を加えるのは、す

でにやっていたわけですか。

柴 ええ、やっていました。

中谷 肝臓に効くとかというデヒコールという製

品だったですよね。

柴 はい。

佐々木 あれは二日酔いしなくていいんだよね。

中谷 そういえばよく編集委員会のあとにもらっ

て帰って飲みましたね。（笑）あれはデオキシコー

ル酸だけですか、コール酸と両方ですか。

柴 両方です。

中谷 両方がある比率で入っている。

柴 はい、そうですね。とにかく胆汁関係の基礎

になるようなものを、製品化をするためにいろいろ

いじっていたことは事実ですね。SS培地に取り組

もうという気になった発祥はそのへんですね。

ほかの大メーカーさんが厚生省から随分話がか

かったんですけれど、胆汁酸そのものがよくわから

ないんですね。そんなところが、栄研がまず取り組

もうとした最初だったのでしょう。

佐々木 大五栄養という会社は、その頃あったん

でしょうか。

柴 大五栄養はありました。

佐々木 その大五は断ったんですね。

柴 ええ、全然見当がつかなかったらしいです。

佐々木 それで栄研に、そこへたまたま黒住さん

がいて。

柴 はい。そういう情報をいろいろ聞いてみまし

て、前社長が「胆汁酸ならうちだ」という意識を、

きっとお持ちになったんだろうと思います。

佐々木 その頃、消化薬に入れてあった「熊
くま

の胆
い

」

のつもりじゃないんですかね、違うの？

柴 昔でいうと「熊の胆」ですね。最初先ほど申

し上げた総武線の市川駅の近くにある食肉処理場へ

も随分出入りしました。動物で怖い思いも随分しま

した。牛一匹から採れるのは、ほんとに何mlぐら

いしかないわけですね。それをたくさん集めてきて、

胃腸薬の錠剤にして使っていた、そういう発祥が栄

研としてはいちばんの強みだったと思います。

中谷 それはもう柴さんが入社されたときにはで

きていたんですか。

柴 ええ、その錠剤はもうできておりました。

中谷 局方に入ってましたよね。

柴 はい。ですから私、最初はそういうものを作

るところには全く入ってなくて、どのへんからそう

いうところに首を突っ込んだか。先ほど申し上げた

緒方先生があそこで顧問になっていらしたんですけ

れど、それは、ただそういった医薬品を作っていた

ので、顧問をしていらしたんですね。

とにかくここへ来て、おまえ、お世話になってみ

ろということから始まったのが昭和 20年の秋の終

わりぐらいです。ですから最初は全然わからないわ
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けですね。何でそういう方向に入ったのかというこ

とが……。

佐々木 いつでしたか、われわれのグループで

SS培地の製品の検定をやりました。成績が揺れる

んでね、それをチェックしろというのでロットごと

に調べたことがある。たいへん僭越な話だけれど、

やったんですね。

するとおかしなことに、その頃、例えば大阪の衛

研と東京の衛研とが、同じものを送ると異なる不満

が出ていたんですね。つまりコロニーの抑制力のこ

とでしょう。大阪ではこっちの処方だとか、東京の

衛研は違う処方だとやっていたんですね。抑制力が

強いとだめだとか、これは弱すぎてだめだとかね、

技師さんの好みによる注文なんですね。

柴 そういう点はとにかく商品が出始めて、あち

らこちらの衛生研究所で使い始めてくださって、そ

うするといろいろな問題が出るわけですね。良い場

合もあるし、悪い場合もあるし、それからロットに

よってばらつきがあったりですね。

最初は本当にそのたびに電話がかかってきまし

て、そのたびに各衛生研究所に飛んで行くわけです。

それでほとんど全国に行ったような感じです。

いちばん意識に残っていて、良い勉強になったと

思うのは岐阜の衛研ですね。そこでは実際に衛研の

中で、生培地から作って実験をさせてもらったりし

ました。

中谷 それは栗本珍彦先生が所長さんの頃ですか。

柴 はい、そうです。

佐々木 クリチンさんはうるさかったらしいですね。

中谷 それがね、要するにロットごとに選択性や

抑制能が違うとかいう話が福見先生の耳に入ったわ

けですよ。それで僕が呼ばれて、それを少し検討し

ようじゃないかというので、佐々木先生に電話をか

けられてね。私と佐々木先生がお供をして、その頃

栄研の製造所は、あれは上小松でしたか。

佐々木 小岩？

中谷 新小岩で国電を降りて、そこへ行きました。

まだ土間の実験室だとか倉庫みたいなところに、そ

のまま土足で入って行きましたね。棚に置いてある

のを、佐々木先生は背が高いから上のほうから SS

培地の缶を取り出して、私は低いから下のほうから

取り出して。10ロットぐらいですか、ロットごと

に 1本ずつ取って帰って、それの性能検査をやった

ことがあります。

その結果を雑誌に書きました。乗木さんもこうい

う文献があったという SS培地関係の文献紹介のと

ころに書いていますけれど。そうするとかなり差が

あることはあるんですけどね、でもそれほど気にす

るようなロット差じゃなかったですね。

だからこれは世間で騒がれているほど、使い物に

ならない培地ではなさそうだということをその論文

で書きました。厳密に言えば、そうとう差があった

のだろうと思いますけれど。

佐々木 差はありましたね。

中谷 そのときにその方法を使ったかどうか覚え

ていないんですけれど、要するに大腸菌や赤痢菌を

培養したものを、普通寒天培地で何個生菌の集落が

できるかと菌数を数えて。そのときに各ロットの

SS培地ではどうなるかという結果を比較して、一

応定量的に比較しました。

各衛研とか小さな研究室では、そんな面倒なこと

をいちいちやれないわけです、希釈用のピペットも

あまりないしね。それで何種類かの非常に強く SS

培地によって抑えられる大腸菌、非常に抵抗性が

あって、SS培地でもよく生える大腸菌などをそろ

えて発育抑制能を検討しました。赤痢菌やサルモネ

ラに関しては普通寒天培地と同等に生育するかどう

かを同時に検討しました。特に志賀菌 1型保存株は

生えない、それは抑制能のコントロールにもなった

わけです。保存されている菌株の中には生えないも

のもありました。

そういう菌株を何株かそろえておいて、それを一

定の大きさの白金耳で、一つの平板を区切った区画

（ 9 ）

9

柴　 正一 氏



にちょろちょろ塗るだけで、定量法での成績どおり

に生えるかどうかを比較するやり方を簡易法として

使いました。

そのうちに山之内製薬研究所の大薗卓先生が、

SS培地を自分の所で作り始めておられて、この方

法を自分のところでも取り入れられたらしいです

ね。そうして製品紹介リーフレットに、その試験法

を「中谷法」と書かれました。恥ずかしくてね。

（笑）そんな思い出があります。だんだんと製品の

性能の安定化が進んできて、ある程度それに応えら

れるようになったんじゃないですか。

そのあとでも佐々木先生がさっきおっしゃったよ

うな、例えば都衛研は大腸菌の抑制力の強いのが欲

しいとか、衛生研究所によってそれぞれ希望が違う

んですね。だけど伝染病院あたりですと、そんな好

みはあまりなかったように思います。

柴 確かに先生がおっしゃった都衛研の特に早川

武先生などは、栄研の SS培地の抑制が弱いという

ことを随分言われました。栄研では抑えの強いもの

をできるだけ作って。そういうばらつきがあったの

では、商品としては困るわけですね。ですからその

へんでは早川先生なども、随分いろいろな助力をし

てくださった方です。

中谷 都衛研には辺野喜正夫先生もおられまし

た。それは辺野喜先生の前のことでしょうね。

佐々木 随分いろいろな先生が関係して、福見さ

んもそうだけれど、愛知衛研所長の増山忠俊さん、

乗木さん。僕はあまり知らなかったが、文献を見る

と乗木さんも随分関係しているんですね。

中谷 そうですね。

Ⅵ. 粉末培地の普及

桑原 確かに SS培地は、栄研化学の歴史に大き

な断面を加えた培地だったですね。私は SS培地そ

のものはあまり触らなかったけれど、戦後初めの時

分にいちばん苦労しましたのは、さっきのHI培地

と BHI培地、それをとにかく作っていただいて出

したんですね。

そうするといちばん初めに困ったのは、その培地

の特徴がいろいろな技術者の方々に浸透しなかった

んですね。それで電話で、これは普通寒天培地と生

える菌数はちっとも変わらないじゃないかというの

が来るんです。

この培地の差は増殖力の差ではなくて、非常に栄

養要求の厳しい菌を生やす。つまり血液を加えなく

ても、ある程度生えるんだというような現象と、そ

れから病原性その他に関連する因子を十分に保持し

ているかどうかということの関係。その差だから増

殖する菌数だけで比べないようにしてくださいとい

うことを、かなりあっちこっちに言わなければなら

なかったですね。

あれは確か前社長の黒住剛さんの時代に戦後で肉

エキスの材料があまりなかったか何かで、カツオの

くずを使ってエキス成分を作りました。

佐々木 ああ、ありましたね。

桑原 その浸出液を濃縮して、それで増殖力は維

持できないかどうかを調べてくれと言ってきまし

た。それで普通寒天培地を作ってみると、非常に

はっきりしたのは生える菌量はちっとも変わらな

い。ところがグラム陰性菌の、特に腸内細菌を培養

しますと、かなりの部分が R型集落になってしまい

ます。

この状態ではカツオのエキスは、病原細菌の培養

には適しないといってリジェクトしてしまったこと

がありました。そういうふうにエキスによって、菌

の増殖の状態は違うものですね。

佐々木 終戦直後にペプトンというのは、私のい

た教室では照内ペプトンというのが……。

中谷 ああ、ありましたね。

佐々木 それが何だか山のように棚に入っていま

したね、ペプトンだけ。そればかり使っていたので、

僕らはあまりペプトンの検討しなかったですね。

桑原 その照内ペプトンは何で作ったペプトン

だったんですかね、覚えがない。

佐々木 そんなことはわけわからんですよ。（笑）

中谷 それと大五栄養のペプトンが、その後です

かね、ありましたね。

佐々木 ありましたね。

桑原 大五栄養のペプトンは、ペプトンのかなり

の部分を占めていましたよね。

中谷 そうですね。

桑原 あれは本当にカゼインのペプトンではな

かったんですかね。戦後初めの時分にちょっと困っ

たのは、栄研で多糖確認培地の粉末を作って出され

て、それの使い方を一生懸命 PRしていました。す
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るとどこの研究所だったか、この多糖確認培地はお

かしいというのが来ました。

それはどうしてかというと、赤痢菌で硫化水素陽

性の成績が出た。赤痢菌は中間体の菌株があります

よね、若干でも。だけどそれが陽性になると、

ちょっと具合が悪いわけで。つまりそれはペプトン

の中に、硫黄を含むアミノ酸がどのくらい入ってい

るかということで決まるわけで、それがたくさん

入っていると硫化水素が赤痢菌でも一部の菌種で陽

性に出てしまうことがあったのでしょうね。

そういう現象は僕の東大時代の竹内松次郎先生

も、この多糖確認培地の組成であると。ペプトンの

種類によって、赤痢菌の硫化水素が陽性になること

があるだろうと言われるんです。

中谷 そうですか。本来、赤痢菌はそういう酵素

を持っているわけですね。

桑原 そうですね、若干は持っている。量の差で

もって普通の試験では陰性に出るわけです。だから

それは陰性に出なければいけないわけで、やはりあ

あいう試験をやるためには、培地のペプトンはカゼ

インペプトンでないといけないということになると

思います。

カゼインペプトンは細菌研究で、当時、予研の水

野伝一さんがいろいろ調べてくださったのですけれ

ど、特にカゼイン性のペプトンはシスチンとかメチ

オニンが少ないですね。それで無菌試験用培地の場

合には、必ずカゼインペプトンのほかにシスチンを

加えて、それで増殖力を確定しているという状態が

ある。なるほどということを感じたことがあります。

戦争中まではペプトンが何でできているのか、全

然そんなことを考えないでいろいろな仕事をしてい

たのがあって、戦後にペプトンの材料の種類によっ

てかなり増殖に影響が出ていたのがわかって、たい

へん良かったと思っています。

佐々木 その頃、肉エキスがあったでしょう？

あれも何だかわけのわからないものでした。（笑）

中谷 ドラム缶に入ってませんでしたか。陸軍か

どこかの払い下げ品だと思うんですけれどね。

桑原 増殖支持力については、場合によっては肉

エキスよりも酵母エキスのほうが良い場合もありま

すね。肉エキスのどこに差があるのかわからないの

ですけれど、どういうわけだか肉エキスを使った場

合と酵母エキスの場合では、いろいろな病原因子の

生産力は差が出てきますね。

日本は戦争中までは牧畜業があまり盛んでなかっ

たから、ペプトンを作ったり、肉エキスを作ったり

するのは大変だったですよね。

Ⅶ. 裏表紙随筆など

佐々木 ところで社長さんね、『モダンメディア』

というのは昔社内で評判が悪かったんですか。

黒住 古い雑誌を見ると大塚さんがいろいろ書い

ておられますけれど、私は直接はわかりません。

佐々木 何かいつも怒られてばっかりいるような

ことを、大塚君は言ってましたね。だけどこれ、こ

んなに 53巻までも伸びてきたという理由は何なん

ですかね。ただだからかしら。（笑）

黒住 歴代の先生方の編集方針が、その当時の技

術者の方にマッチングしてきたんじゃないかと私は

そう思っているんですが。

中谷 いや、これは冗談話かもしれないけれど、

裏表紙が良いって言うんですよね。

佐々木 そうそう。

中谷 新しい号が来るとね、実験室のテーブルの

上に裏をひっくり返したのをみんな置いておくとい

うんですよね。誰かが通りかかったら、「あれっ」

とか言って見るって言うんですよ。

佐々木 確かに裏表紙は面白かったですね。

中谷 その創始者は佐々木先生ですよ。小酒井先

生と図って。（笑）広告をするなと号令されました。

そうすると裏表紙が白紙になっちゃうから、何を入

れようかというような話から始まったんじゃないで

（ 11 ）
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写真3『モダンメディア』の表紙に連載された培地写真
（写真は第 3巻 1～ 3号） 

　1号；「プロテウス菌とその鞭毛の電子顕微鏡像」　2号；「デスオキシコー
レイト培地上の大腸菌及び赤痢菌の集落」　3号；「ジフテリア毒素の結晶」

すか。

佐々木 まあね、余計なことを書いて。だけど面

白いですね。

中谷 面白いですよ。

佐々木 それでね、近頃読んでわからなくなって

きたな。難しいことを書いてある。（笑）

桑原 それと戦後になってかなり急にいろいろな

抗菌物質が出てきたものですから、もう一面にディ

スクの問題が出てきて。それのディスクを作るのに

いろいろ苦労をして、そのディスクに使う濾紙はど

ういうものが良いのか、それから円形の濾紙を切る

ときに端ががさがさになると阻止円のでき方が変

わっちゃうんですね。だからそういうことのいろい

ろな注意とか、かなり問題がありましたね。

それから小酒井先生のディスクに対する感触と

金澤裕さんの考え方とがだいぶ違っていて、それ

がかなりの期間対立していましたから大変ではあ

りました。

佐々木 単一濃度か 3濃度かの問題でしたね。

中谷 どちらがいいかっていうんでね。

桑原 だんだんある時代を経過して、今はディス

クよりも直接測定してしまう方式もかなり出てきま

したから、いろいろなものが交じっているのでしょ

うけれど、やはり地方では今でもディスクを使って

いるところがありますよね。いろいろな問題がある

と思います。

佐々木 『モダンメディア』が割に広まったのは、

戦後は本がなかった事もありますね。

中谷 それはありますね。

佐々木 適当な指導書が割になかった。

中谷 微生物関係の教科書や参考書がなかったで

すね。それで編集委員が順番に連載記事を担当する

よう強制されて、『細菌を扱う人のために』という

標題のもとに書かれました。最後はまとまった本に

して発刊されたんですね。一般の技術者の方は、あ

れを非常に参考にされたようですね。

桑原 HI培地とか、BHI培地の使い方が徹底し

なかったというので、3巻目あたりから「易しい培

地学」だったか、そういう話題で時々その内容の解

説をずっと続けたんですけどね。

昔は細菌の培地を作るのは年寄りの人がえらく威

張って、特定の操作をやって作るとか、いわゆる名

人芸の培地があったんですけれど、戦後になって

HI培地や BHI培地ができてから、そういう話はあ

まりなくなって非常に良かったと思いますね。

佐々木 各号の表紙に載せた培地の写真は桑原さ

んが言い出したんだよね。（写真3）

中谷 そうですか。

桑原 あ、そうだ。（笑）

佐々木 コロニーの写真が初めはばらばらだった

のが、これをやって毎号ためといてくれれば図鑑に

なるとか言って。
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写真5 栄研学術叢書『真菌症診断のための検査ガイド』 
/ 山口英世：内田勝久著 
（1994年 8月発行） 

　約 60回にわたって本誌の表紙に連載された「医真菌検査
シリーズ」（第 31巻（1985年）～第 36巻（1990））の写真なら
びに解説記事を基に、さらに詳しい解説が加えられた。 

写真4 栄研学術叢書『感染症診断のための－臨床検査 
ガイドブック』/猪狩 淳：浦野 隆：山口英世編
（1992年 2月発行）

　第33巻（1987）～第35巻（1989）に本誌に連載された「Clinical 
Laboratory Medicine」のなかから“感染症診断”に関する部分
を抜粋、“迅速診断法”に関する内容が新たに追加された。 

桑原 そうそう。

中谷 教育用スライドの基になりましたね。

佐々木 そうそう、細菌学の教材になりましたね。

中谷 佐々木先生が細菌学会に相談なさって、栄

研化学に事務所を置かせてもらって販売されまし

た。随分これも出たんですよね。

黒住 栄研叢書も何冊か出しましたけれども、こ

れは『モダンメディア』の編集委員の先生方のお考

えとか、そういう形で本がまとまったんですか。

佐々木 まとまったのもありますね。

桑原 だいたい初めの出だしは、編集委員の先生

方でまとめる形をとったんじゃなかったかと記憶し

てます。

黒住 かつては割合出していたような記憶があり

ますが、最近は出版しておりませんのでね。何かそ

のへんも、また考えなければいけないかなとちょっ

と思っているんですが。

中谷 しかし今いろいろな本が和洋問わずたくさ

ん出ていますから、それもあるんでしょうね。でも

まだ特徴のあるものがまとめられれば、それに越し

たことはないですね。最近のでは順天堂大学の猪狩

淳先生たちがまとめた本がありましたね。

大森（事務局）『感染症診断のための臨床検査ガ

イドブック』ですね。（写真4）

中谷 それがいちばん最後ぐらいですか。

大森 そのあとに帝京大学の山口英世先生たちが

まとめられた『真菌症診断のための検査ガイド』

（写真 5）が出ています。表紙に連載された「医真

菌シリーズ」をまとめたものです。

Ⅷ. 新しい目標

中谷 社長さんにおうかがいしたいのは、日本栄

養化学株式会社が発展する最初の段階は培地として

の SS培地だったと思います。それが非常に伸びて、

培地会社として日本独特の会社に育っていったと思

いますが、その後何か会社としてトピック的なもの

がありますか。

黒住 会社としてはいま遺伝子診断ですとか、い

わゆる LAMP法を中心に研究開発は進めておりま

す。しかし、やはり培地というのは当社の技術の原

点でもありますし、今も幅広く使われていますので、

もう一度製法やら性能を全部チェックをしまして、

研究者もかなりつぎ込みまして、新しい体制でもう

一遍生培地を中心として、さらに展開を図ろうとし

ているところです。この分野はこれからです。

中谷 培地関係に関しては、SS培地を中心とす

る各種培地の多様化とか、その利用者が増えていっ
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たということがあったと思いますが、その後に大き

な山をつくったような画期的な製品というのはな

かったわけですか。

黒住 SS培地のあとはいわゆる生培地化になっ

て、ディスク関係にというのが一つの流れだと思い

ます。

それと同時に検査薬の分野が非常に幅広くなりま

した。しかしながら最初の検査が普及したきっかけ

は、おそらく培地からだろうと思います。いうなれ

ば当社が検査薬に進出できたきっかけは、まずここ

にあると思っています。いま私どもも本当に幅広く

いろいろやっていますけれども、そういう意味ではこ

こが検査薬としては原点だろうと常に思っています。

中谷 次は LAMP法を中心とした発展、飛躍で

すか。

黒住 もちろんほかの製品もいろいろやっており

ますし、これからもう一度この培地の分野もさらに

大きくしようということで力を入れていますが、や

はりこれから世界的に広げていきたいのは LAMP

法を中心とした分野になります。

中谷 ありがとうございました。

桑原 ちょっと話が古くなりましたけれど、戦争

中に海軍にはどこで作られたのか粉末培地がありま

してね。特にどの培地だったか、腸内細菌の検査培

地だったんですけれど、培地の粉末が錠剤になった

ものがありました。

つまり量らなくても、その錠剤を一定量の水に溶

かせばすぐ培地ができる。だからあまり基材のない

ところへ出掛けるときは非常に便利だと思いまし

た。当時栄研の工場で頼んだら、戦後のときになか

なかうまくできなかったですね。

今はどこに行っても培地を作るのは大して問題は

ないでしょうけれど、でも量らなくていいというの

は随分現場ではプラスになります。そういう商品化

も、これからあってもいいじゃないかと思います。

培地の錠剤の縁のほうが欠けたりしたら、できた培

地がおかしくなります。

海軍で作ったものは本当に硬くしっかりできてい

て、溶かすときちんと溶けて、良い培地ができまし

たね。戦争中だったんですが、普通寒天培地と何か

選択培地だったと思いますけれど。

佐々木 宮尾さんという教官が海軍の軍医学校に

いたんです。その人じゃないと思うな、非常に偏っ

た細菌学者でしたよ。（笑）

桑原 どこでやったんですかね。海軍は陸軍と

違って、船の中の狭いところでいろいろやるせいが

あるんでしょうか、陸軍に比べていろいろ工夫が進

んでいましたね。

佐々木 船によって検査担当艦とか、手術担当艦

とかが決まっているんです。まとまって行動するこ

とが多いもので、担当官になるとそういうことをや

りましたね。

Ⅸ. 衛研見聞記

佐々木 大森さん、君が考えていた内容の話はも

う出たの？

大森 ちょっと話がそれてしまうのですけれど

も、できましたら『モダンメディア』でいま第一期

の先生方が始められた「全国衛生研究所見聞記」の

新版を開始してなかなか好評をいただいています。

先生方の代の思い出話や、何かきっかけみたいなこ

とをうかがえればと思います。

桑原 衛研の訪問記は小酒井先生が言われたんで

すかね。

佐々木 小張さんが一部かんでいます。従って、

第 1回目は小張さんが行っているんです。その理由

は二つあって、衛研が非常に予算が少なくて施設

などが悪いので、こういうもので批判してもらう

と、予算が取りやすいというところが一つあった

ようです。

それからもう一つはあまりたたかれるもので、来

ないでくれと断られたところもあるんですよ。（笑）

桑原 ありますね。

中谷 そうだったんですかね。

佐々木 神奈川衛研なんて断られたんです。

大森 そうですか。今回のシリーズだといちばん

最初に神奈川から始めました。

柘植（事務局）最初が神奈川衛研で、復刻版を

始めさせていただきました。

中谷 研究所を建て替える前だったので断られた

んじゃないですか、新築直前ぐらいだったので。こ

れは確かではありませんが。

佐々木 児玉威さんという先生がいてね。

中谷 児玉先生……、SS培地の特集号に書いて

おられましたね。
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桑原 神奈川衛研は一度断られましたが、あとか

ら要請があり、小酒井先生から言われて私が訪問し

ました。

佐々木 小張さんなんかは、最初の号は衛研のこ

とはあまり書いてなくてね。一緒に行った女性が自

分の学長さんの娘か何かで、キーを肌の中に隠す話

が出てきて。ブラジャーに引っかけるのかどうか知

らないけれどね。小張さんがそのキーを受け取った

ら、温かかったと。（笑）そんなことが書いてあっ

たような気がするよ。

桑原 近頃もう一遍、衛研の訪問記を出すという

話で、僕は東大医科研の岩本愛吉先生からうかがい

ました。先生もどこか行きましたねと言うから、そ

れはみんな先生方が行くから、わしも行かんわけに

いかんから。

佐々木 割り振りがある。（笑）

桑原 そうそう、割り振りがある。みんなどこか

に行った記憶がありますね。

中谷 いちばん数多く行かれたのは誰ですかね。

佐々木先生、桑原先生ですかね。松井先生もけっこ

う行ってるんだ。記憶によれば、私は何しろいちば

ん少ないですよ。

柘植 どちらにお行きになるかというのは、編集

委員会の中で決められて、突然お行きになられるん

ですか。

桑原 衛研に連絡してたのは誰がしていたんです

か。大塚さんがやっていたのかな。

佐々木 大塚君がだいぶやっていたかもしれないね。

柘植 今は最初にアンケートをとらせていただい

て、各衛生研究所に訪問させていただいてよろしい

でしょうかと、こういう企画を考えているとお手紙

させていただきました。そうすると半分ぐらいのと

ころから、ぜひ来てくださいと。だいたい半分ぐら

いは来なくていいですと。（笑）

佐々木 そうなんだよ。来てほしいところと、ほ

しくないところとあったんだ。

大森 実際記事の掲載が始まって、それを読むと

「あ、こういうんだったら来てもらってもいい」と

なって、あとからお返事が変わる場合もあります。

中谷 それは新生第 1回の見聞記を付けてお願い

するんですか。

大森 そうですね。具体的にこういうような記事

ですということで紹介して再度お願いすると、シ

リーズの趣旨がおわかりいただけるようです。

中谷 私は埼玉県に行ったとき、一緒に案内して

もらったのは確か栄研化学の営業部にいた北村昭二

さんです。そういう方が昔は 1人付いて来ました。

あっちこっち行くのは、いちばん大塚君が多かった

かな。

桑原 昔は行くのも、けっこう大変だったものな。

佐々木 遠いところがね、飛行機なんていうのは

なかった。

黒住 近い温泉場が非常に人気が高かったと、何

かに書いてございましたね。（笑）

佐々木 温泉場と料理のおいしいところ。（笑）

おわりに

黒住 最後に一言だけ。きょうはお忙しいところ、

ありがとうございました。われわれが耳にできないよ

うなお話を……、陸軍と海軍と方法が違うなんてい

うのは、皆さん、まずご存じないことだと思います。

桑原 それは誰も知らないよね。

黒住 ええ、そう思います。きょうは非常に貴重

な話を聞かせていただきました。『モダンメディア』

はおかげさまで 50周年を終えましたけれども、当

社の一大事業といいますか、非常に重要な事業の一

環として、これからも継続、発展させていくつもり

でございます。

今 5代目の先生方になりましたけれど、初代の先

生方から連綿として受け継いでいただいた伝統をこ

れからも守って、さらに継続して発行していきたい

と思っております。今後ともどうぞよろしくご指導、

ご支援のほどをお願いいたします。きょうはどうも

ありがとうございました。
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資料1「細菌学者のねごと　アイスクリーム談義」/佐々木正五先生 
（創刊号） 

付 録
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資料2『モダンメディア』裏随筆
（第 3巻 4～ 12号） 

　小酒井望先生の「はじめて」から随筆のシリーズが始まった。以後、初代
編集委員の先生が代わる代わる執筆された。（本号の随筆は598回めの掲載）。 
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資料4 栄研学術叢書『細菌を扱う人のために』あとがき/大塚和彦氏 
（1959年 4月） 

　『モダンメディア』の初代編集人である大塚和彦氏によって、本誌創刊当時の
ことが詳しく紹介されている。 


